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社会科教育の意義に関する一考察 
―子どもの「わかり方」を踏まえて― 
豊 田 憲一郎 
A Study of Meaning in Social Studies: 































































































































 (1) 政治的意義 
 (2) 経済的意義 
 (3) 歴史的意義 
 (4) 社会的意義 




































































































































































































 ① 「ドナー」とは何ですか。 
  なぜ、「臓器提供意思表示カード」があるのですか。 
 ② 「脳死」とは何ですか。 
  「心臓死」「脳死」「植物状態」はそれぞれどう違うのでしょうか。 
 ③ 法があるのに、臓器移植が欧米に比べて我が国で少ないのはなぜですか。海外に渡って臓
器移植を待つ人がいるのはなぜだとあなたは思いますか。 
 ④ あなたは、もし自分が脳死になった場合に臓器提供をしますか。 
  （グループでの話し合い、シート記述、発表） 
 ⑤ 臓器移植が抱える問題点を克服するための医療技術の進歩がみられるようになってきてい
ますが、それは具体的にはどんなことですか。 
 ⑥ あなたが終末期医療患者だとしたら、どのような治療を望みますか。 
  延命治療を望みますか。 
 ⑦ あなたの家族がもし終末期医療患者だとしたら、あなたはその家族の延命治療を望みます
か。 
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Ⅳ．おわりに 
 
 本研究では、社会科授業における子どもたちの社会的事象の「わかり方」を分析し、さらに事
例等をもとに授業を構想することにより、社会科教育の意義について考察してみた。 
 具体的には、まず社会科授業における子どもたちの「わかり方」の４つのレベルを分析・考察
し、最終的には社会的事象の意義がわかるレベルまで授業を深めねばならぬことを論じた。 
 次に、社会科教育で追究させる社会的事象の意義を５つの視点から捉え、それぞれの授業モデ
ルを実践事例等も交えながら構想してみた次第である。 
 本研究においては、社会認識の育成と公民的資質の涵養をねらう社会科教育の意義を踏まえた
授業創造のための一つの実践指針を提供できたのではないかと考えている。今後、さらに実践的
研究を深めていきたい。 
 
 
注 
 
１．事例を用いた「わかり方」のレベルの詳細については、拙稿「わかる社会科授業づくりにおけるイメージと言
語活動」熊本県社会科教育学会編『社会と人間』第６号、2012年、pp.46-59、において論究している。 
２．山鳥重氏は脳科学の研究から、我々人間は外の世界を常に知覚、つまり視覚・聴覚等のいわゆる五感により取
り入れており、これを知覚心像と言うが、この知覚心像は次々に変化しており、この外の世界のことを理解す
るためには、この知覚心像を区別したり、分類したりしてまとまりのある像形成をはかり、心に溜め込む状態
にしなければならず、この溜め込まれたものが記憶心像であると述べる。そして、この記憶心像もそのままで
はつかまえがたいので、これに言語、つまり言葉という記号を貼り付けて整理することによって、｢わかった｣
ということになると述べるわけである｡筆者は、山鳥氏が「知覚心像」「記憶心像」と呼んでいる用語を、「知覚
イメージ」「記憶イメージ」と捉え直して使用している。 
山鳥重『「わかる」とはどういうことか』筑摩書房、2009年、pp.33-46 
３．二つの授業とも、2005年９月17日に熊本大学教育学部附属中学校の平成17年度授業実践研究会の公開授業とし
て行われた。 
４．授業は、2012年10月19日に南阿蘇村立長陽中学校で開催された第46回熊本県中学校社会科教育研究大会（県大
会）の公開授業として行われた。 
５．南哲朗「吉田新田と横浜の新しい開発」稲垣忠彦・河合隼雄・黒田日出男・佐伯胖・佐藤学・谷川俊太郎・野
村庄吾・平野昇・前島正俊・南哲朗・宮原武夫『シリーズ授業４』岩波書店、1992年、pp.117-139 
６．安井俊夫「歴史の授業108時間 下」地歴社、1990年、pp.18-43 
７．2013年４月20日付｢朝日新聞｣ 
８．フリードリヒ・エンゲルス「家族・私有財産および国家の起源」（佐藤進訳）『エンゲルス 社会・哲学論集』
河出書房新社、1972年、p.184 
 
